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 梅雨の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこ

とと・・・・  等という手紙の書き出しが使える

ようになったのがつい最近のことです。 

 例年の関東甲信地方、つまり山梨県の含まれる地

方の梅雨入りの平均は6月7日ごろです。今年は、6

月14日ごろで例年より一週間程度遅い梅雨入りでし

た。ところが東海地方、つまりお隣の静岡県を含む

地方の梅雨入りの平均は6月6日ごろです。今年は、

5月16日ごろで例年より3週間程度早かったです。 

 お隣の県にも関わらず山梨県と静岡県の梅雨入り

は約1か月も違ってしまいました。インド洋の大気

の不安定さにより偏西風が北上して梅雨入りを早め

た挙げ句、偏西風が南下して関東甲信地方が梅雨に

入らない状況となったからだそうです。 

 都留でも市街地が暑さと湿気と朝昼夕の温度差が

厳しくなってきましたが、開地地区は涼しくてカ

ラッとしています。周りの緑もひときわ鮮やかで

す。子供たちの学習も運動も順調に進んでいます。 

 さあ、そんな中で水泳

授業がいよいよ始まりま

した。昨年度は水泳授業がなかったため久しぶりの

プールで１・２年生には初めての大きなプールで

す。不安なところにコロナ対策も加わります。 

 大きな学校では、人数の関係でこれまで学年で

入っていたプールに学級ごとで入ることにより、

プール指導の先生方の人数が足りなかったり更衣室

の確保が困難だったりです。 

・２つの学年で入って最大１５人 

・着替えはカラー不織布で中が見えない教室 

・プールの人口密度は大きい学校の半分以下 

・１学期のみでも入水時間を

十分確保、 

 コロナ禍でもとても楽しい

附属小です。 

 都留文科大学の大学院生による大学院授業「教育

実践学実習」が始まりました。 

 都留文科大学には大学院があり、教員免許を取得

した卒業生や他大学の卒業生が進学してきます。市

内では本校にだけ文大大学院生がやってきます。授

業中に学習支援を行いながら授業分析を行い、最後

の３週で１時間ずつ計３時間の授業を行います。 

 本年度はコロナ禍で、大学院生も５名の希望者か

ら２名に絞り、児童数が多い４年生と６年生に１名

ずつ配置しました。さすがに免許保持者だけあっ

て、子供たちの気持ちに寄り添いながら支援して、

ここで始まった１時間の指導でもわかりやすい授業

を進めています。子供たちも輝く瞳で学習していま

す。１０月からは４年生と６年生を交代します。 

 学校外の人材から学ぶことも多い附属小です。 

 附属小の周りの様子を前号に引き続きお知らせし

ます。土砂崩れ対策工事により顕在化したものもあ

ります。 

 プールの準備中、プー

ルサイドでモリアオガエ

ルの卵が多数発見されま

した。モリアオガエルは

樹上に直径15cmほどの白

い卵塊（らんかい）をぶ

ら下げるように産卵する

ことで有名だそうです。 

 地域在住の方も初めて見たという話を聞き、地球

環境の変化か裏の土砂災害対策工事の影響かとみな

不思議ですが、環境の良い山林に住むモリアオガエ

ルの発見にワクワクです。1年生は教室でオタマ

ジャクシを飼いはじめ、成長しています。 
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間隔を広げて、体育館アスレチッ

クとキャッチボール（消毒つき） 

アスレチックで1年生がターザンで

す。安全確保要員も多数。 

うちわを仰いで紙飛ばし。手が速

すぎて、うちわも紙も見えない。 

QRコードは＜都留文科大学附属小学校ホームページ＞URLです。

子どもたちやムササビもいます。アクセスしてみてください。 

 昨年度実施できなかった夏の集会を実施しました。山梨県でもコロナ罹患者が増えている

中でした。三密の回避と消毒を徹底しました。昨年度の運動会以来、「コロナに負けない附

属小」を合い言葉に、学校教育目標どおり「やさしく かしこく たくましく」夏の集会を実

施しました。執行部は三密となる取り組みをボツにしながら企画会議を繰り返しました。 

 全校児童は、広い場所を全て駆使して、久しぶりの興奮を抑えながら楽しみました。 

 本校ホームページでもおなじみのムササビさんたちで

す。学校となりのふれあいの森から裏山にかけても巣箱を

起点に生活していますが、最近、コンクリート校舎を活用

して高いところにマンションのように巣をつくっていま

す。まるでツバメのようです。 

 日没後30分くらいで巣から出て活動を始め、夜が明ける

前に巣に戻り眠ります。子どもたちもムササビ観察会で見

ることができましたが、コロナ開けまでお預けです。 

 附属小では保健給食委員会が

主催して、おはし道場という取

り組みを行っています。 

 食の多様化でおはしを使えない子どもが増えていることからの

取り組みです。高学年の指導で、1年生からおはしに興味を持ち、

器用につかえるようになります。最近、上達が早いです。 


